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図1.　河口堰によって生ずる物理的変化
（オーバーフロー）　

①軽い淡水が表層を流れる

②層ができると
下の層へは酸素
が届かない

③流れ下る淡水は海水を巻き
込むため、底では逆流が発生

④沈殿した有機物は逆流に
乗って運ばれ、堆積してヘド
ロとなる

コーディネーターの視点①
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図2.　河口堰によって生ずる物理的変化
(アンダーフロー）　

①軽い淡水が浮き上がって、表層を流れる

②層ができると
下の層へは酸素
が届かない

③流れ下る淡水は海水を巻き
込むため、底では逆流が発生

④沈殿した有機物は逆流に
乗って運ばれ、堆積してヘド
ロとなる

コーディネーターの視点②

アンダーフロー



図3.　河口堰によって溶存無機リンが除かれる
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塩析により鉄の凝集物(Fe(OH)3)
が出来る（正に帯電）

負に帯電したリン酸を強く
引きつける

ヘドロとして堆積

リンの乏しい河川水を供給

コーディネーターの視点③

溶存無機リンと溶存無機窒素は異なる動きになる
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中部地整HP

水資源機構の塩水遡上シミュレーション

塩化物イオン濃度18,000mg/Lの海水

コーディネーターの視点④



墨俣流量　３５ m3/s

長良川河口堰調査　報告書（第４巻）　７−４０

塩水はマウンドを遙かに超えて遡上していた
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塩化物イオン濃度18,000mg/Lの海水は何処にも見当たらない

コーディネーターの視点⑤

ただし、相当に薄まりながら

シミュレーションの
18,000ｍg/Lの遡上線


